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Grouped 仁or)doctors, tv,o or TnOre Parallel col-ductors per phase. l上ave properties which

allow their use in a-c power transmission at
higher vo一tage. includi∫1g･ loTVer Surhce voltage

gradient directly
colltributir'g

in lower cororla losses, 一ower inductive reactaT,ice, higher

capacit
i∇e sllSCePtanCe.

we obtained equlpOteZltial lines by elect1･Olytic field lT.applr.冒
5n
8 VeSSe7･ 7Ccm dja, abollt

the two dimensional model of the grouped 2, 3, 4 conductors･

To determine by experimental method the effect of degree 各ro.lped collductor on tl.e

conductor surface voltage gradieI一tS
is a王1 aim of this paper.

The other, determir)ing the most I)rOfital⊃1e forms of the 9paCerS OTl the grollped conductor.

日∵ 琵∃ 巨i

滋子描法馬秘二‡;1(十る複響埠プテ式の研究として緒=:.

コロナ紘一発電TTIL己びにコロナ壬1:rを宣E論的計算によって

求めんとする試入にWhitehead'), Peek r2J等の先

駆去･;-=引詳きE. Clarke
(3) H. 1'oritslこy rl), S.B.

Crary ･■示..て〔L(:･二弦碍Ⅰ.Temosl10k(6■等によって

ノ多くて努力がゼ､はれて架たo 我国に於いても綻蘇噂

=F:'Tlの研究｢えび平野,磯部r8)両氏のコT=十畏計算式等

に免巨IiLl:二｡軍書等はこれとは別に2次元模~型による

F]'eldLr)appint;
:L去こより複導体近傍の等電位面を求め

て克たo E:i:-=･T･Ti々の形状fi:有する視導件スベサ-iこつ

いてこれ-,.i二うLT:(l二肝･:.r-I2次元較塾と考えてJLi:扱いその形

状の傑=考を上ヒTIF:,i_=Lで屯た｡又凌瑠偉'''=於いては石弓導体

cl,･内rH.1何が=-=三rliされられるためこの部うナ町71pr:する整

体文面の｢】刀山が壬1'l立界三7i･乱す程度は僅T:.あり,一方外

巾相称-=1キこ在す.ユti:./)ゝな】L｢l凸も電位傾襲に大きく/E,?:/;TJ:Spす

る繋が-テ怨!されている｡ field maF･DiT)g法Eよってこ

れ等の=i~i:宍を-;LB明t息･二しで巨引==鰻導捧方式が悪天位

相二降順雪,r~z.p二市11いてもコロナ揖i曽′らuの割合が比較的

′J､さいと云う駕輪舞黒の質問を探究せんと試みた｡

2.晋験装置

部1因は本実験に使用した電相常酌をぴ(-=測定装置を

元ITIoせ王径TOcm,探さ10cmの京王読製l)ノダ:.ち_･jTラ

ス板上･-JT]Tえ周E)3W･ガラス板との墨F12iT竜:ト′チてL7JE宴て

して主).I:-き,,i(て■ミ∴r.しめ琶鮎措としているo糟の巾rL､部に電界

を:E･油んとする夜着体と全く同一の等何崇rl′増11/窮千:な

す(mく｢1)-ヂ/｣ ｢又は銅棒竿｢2:矢正枝平咋:作E)序

ガラフ-,軌【二こ｢セメ']'ィノ｣トニて同･■′ナヨ~,='o阿ぺ各.(I(

の郵鞘ま7yラス板の下に方Rl壬耗;ン~FL/;-:::増の⊥-_可よりzLE

解縮を讃して唾群/烹が貢･享ヌ捕るf_lit:-二t[こr,擦計ほ0･2

mm径の餌苛キ用いてい石､｡ ㌍三■2‡■./I:'l.pこriL;す･･r7｢Lくbridge

の平掛まR-, F2 〔O-10Kf2ま｢≡口.Tn:'{ (-,'ル〕7i-る
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2個の抵抗器と増巾器(約60db〕を経て受話器で行

う｡ bridgeの電源ほ音叉発振器と讃波器で1000`も正

弦波を発生使用している｡

3.各種導体配置に於る等電位面

3-(a)
･2卿L

複導体送電方式として貴もー紋的な2導体方式(1相

当りの導体数が2本)に就き両導体の間隔Dを導体の

直径dにて除した値 D/d-6 の場合に就き field

Ⅲapping法で導体周囲を探り電位を等しくする点を

結べば第3図の如き等電位面が得られる｡等電位面の

目盛は外部電極(直径70cm 1)ソグ〕と導体模型の間

の電位差を100%として導体側より5%, 10%, 15%

等の電位差を有する等電位面をそれぞれ5 形, 10%,

15%の1ineとしている｡第4,囲ほ第3図と異なり2導

第3図 2導体等位面(D/d-6)

第4;図 2導体等電位面(D/d-1)

第5図 2導体等電位面(D/d-12)

体の間隔が最も接近したD/d-1となった場合の等電

位面,第5冠は2導体を相当程度離した D/d-12の

場合の等電位面をfield mapping法により求めた結

果である｡これをみれば第3図に比し第4図,第5図

共に静電逮夜効果は演じて来る事が明瞭である｡

3-(b) 2導体表面の凸起が等位面に及ぼす効果

(a)に述べた第3図のD/d-6に就いて導体表面

に特定の凸起を附しこの部分が導体周囲の廻転角位置

を変ずるに従って等電位面の乱れを生ずる樫度を比校

してみると第6,7,8図の3つの代表例･に明らかな如く

同一の凸起も第6図に於いては凸起のない第3図に比

し等電位面の分布に僅かの差異を認めるに過ぎないが

第7図の如く外側部に附着した水滴ほ非常に電位傾度

を大ならしてめいる｡第8図ほ第6図と第7図の中間

の状態を呈している｡この様な遮葱効果に於いて複導

体の特別な効果ほ雨天,氷雪等に於いてそれらが重体

表面に附着した場合に単導体の如く全く附着位置によ

る相違を生じないものとほ異なり結果として単導体に

於ける程コロナ損増加を来たさないものと考えられ

第6図 2導体表面の凸起による等電位面の歪

(凸起内側Dノd-6)



第7図 2導体表面の凸起による等電位面の歪

(凸起上部D/d-6)

第8図 2導体表面の凸起による等電位面の歪

(凸起外側Dノd-6)

る｡複導体表面附近に於いて導体表面に沿う方向に電

位傾斜を有する事は静電気力として水粒に働き内側面

に附若した水粒がコロナ臨界電圧近くでは最外側面に

押し出される事実は筆者等が顕礎鏡によって複導体直

流コロナ特性を(9研究した際に韻測している｡

3イc) 3導体及び4導体方式(多導体方式〕に於け

を蔓担週辺空軍軍堅頭

3導体配置として普通工採用されているのは逆正3角

形配置である｡この:号含も前述と同様field mappiIlg

法によりその周囲電界を求め得る｡これと比較のため

3本の導体fi'i:宣線状;こ配列した場合も求めてみた○第

9図は前者であって第10図ほ後者を元している｡勿論

遮硬効果の点からみれば適正3乍]形配置が直線状配列

に優る｡

4.･導体方式としてほ正4角形配置について第11図の

如き結果を得た.3導体方式はソ聯り0)スエ-デ/(1E)等

で実用化写れつつあり,叉4=導体方式は独乙のDoss-

enwold 400KV試験送電線に採用されているが何れ
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もコロナ損等の面より秀れた送電方式として試みられ

たのであるがその等電位面を計算によって求める寄は

Temoshok (1')によって行なほれているが簡単な実

験的方法に依って求め得る処に本方法の意義があると

考えている｡

第9図 3導体に於ける等電位面

〔正3 f弓形配置)

第10鴎 3導体に於ける等電位面

(直線状配置)

第11図 4導体に於ける等電位面

(正方形配置)

4.復導体送電線スペサー形状の比硬

4ミ-(a) 2導体方式の場合

2導体送電線のスペサーは種々の形状,方式が考案



1O6

されているoスエーデ/式･ 1)ソグ式･直線式,バネ 状の優劣を比較するために極端な形状のスペサー4種

式等がその代表的なものあるoここではスペサーを含 を比較してみた.この結果よりみれば第1咽の如き直

む複導体を近似的に2次元模型と考えた場合にその形 線式スペサーが最も無難である｡

2導体各種型状スぺサ ー比較

第12図

第フ･!:図

4,-(b) 3導体方式の場合

第15図

これをみれば第17図の如き△型が最も無難であるが

3導体方式として普鳳こみら.ilる正3角形配置送電 Stickir,g現象(同相間導体が大なる故障電流,又は

繰のスペサーとしノて3笹につき同桜2次元模型に依る 外的の原因等で衝突する現象)に対する磯械的強度等

比較を試みた結果は第16, 17, 18図の如くである. の面からほ16図の如きものが適当している｡

3導休各樫型状ス ぺサ ー比較

第16図 第17匡∃



第18図
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4-(c) 4導体方式の場合

4導体正方形配置に於けるスペサーとして代表的な

3つの形状を異にするスペサーに就き2次元模型によ

る等電位面を比較してみると第1920,
,21図の如くであ

るo 3導体の場合と同様第19図の如きものが最も望ま

しいのであるが力学的には第20図の如き形状の方が良

い｡両者を組合せた如き形状のもーのも考えられるO

5.結 論

複導体の表面並に近傍に於ける電位傾度はTemo-

shok等により理論的計算が行なほれているが非常に

･!･.導体各種型状スペサー比較

第21図

複雑である｡上述の電解槽によるfield
mapping法

に依って比較的簡単にその目的を達する事が出来た｡

この様な手段ほ複導体送電方式に於けるスぺサーの形

状･遮蔽1) /グ,その他取付金具の形,碍子と相対位

置等を沢定する上に役立ち得るものと考える｡又架基

地線がある場合にその幾何学的配置等を定める場合に

も応用し得るものであってこれほ3Jbケーブル(3相

用)内の電位傾度を各位和ごとに求め得る(13)方法と

第20図

全く同一に取扱えば良い｡以上の研究に際しては酒井

兼夫,嵐忠堆, ≡島進等の諸君の協力に負う処が多い

事を記して謝意を表する｡
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